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肺結核は臨床症状のほか,胸 部X線 所見,排 菌の有無

等の諸所見を総合して診断されているが,喀 疾中結核菌

の証明はもつとも結核の診断を確定するものとして重要

である。一方,結 核の診断を助けるものとして,各 種の

血清反応および組織破壊産物の測定等が各人の注 目する

ものとして行なわれ,赤 沈,Carbol反 応,Weltmann

反応,0.M.K反 応等は補助的に,Middlebr。okの ツベ

ルクリン感作血球を抗元とする赤血球凝集反応,最 近で

は高橋のカオ リン凝集反応1)等 もまた結核症に特異的に

反応するものとして追試されている。

1930年Tilletお よびFrancis2)は 肺炎球菌の菌体成

分中のC分 劃多糖体と特殊反応を惹起するものとして,

そ の反応物質をC-ReactivePr◎teinと 名づけ,現 今,

リウマチ熱 急性炎症その他,組 織破壊性疾患の診断お

よびその活動性を判定するため,日 常の検査法 として行

なわれている。 結核症の場合のCRPTestの 成績につ

いては,す でに阿波3),香川1),入江5>,Tigano6),Walsh

らによつて検べられてお り,大 場8)は 重症患者のCRP

に ついて報告しているが,こ れらはもちろん,結 核症の

活動性の判定を目的として行なわれたものである。われ

=われも結核症の場合のCRP,ム コ蛋白多糖体が結核症

の活動性を判定するうえに意義があるものかどうかを検

討 した。

実 験 方 法

当内科および国立長崎療養所,長 崎市立長崎病院,そ

の他長崎近郊の3私 立療養所に入院加療中の肺結核患者

で他の炎症性ならびに肝疾患を有しない213名 について,

CRP,赤 沈,同 時に喀疾塗抹,培 養検査を行ない,さ ら

に30名 に血清ムコ蛋白多糖体,血 清蛋白分劃を,118名

に血清蛋白,ル ゴール,グ#ス 反応を実施した。

実施法は早朝空腹時採血を行なつて(血 清を分離して

使用)の ちただちに赤沈を行なつた。 赤 沈はWester-

gren氏 法により1時 間値を判定に用い,CRPTestは

米 国Difco社 製 の もの を使 用 してAndersonMcCarty

に よ るCapillaryPrecipitationMethodに よ り,血 清

ム コ蛋 白 多糖 体 はWeimerMoshin法,血 清蛋 白 分 劃

は 電 気 泳 動 法 に よ り測 定 した 。

実 験 成 績

CRPの 成 績 につ い ては 病 型,排 菌,赤 沈 との 関 連 を

み,つ い でCRPと 血 清 ム コ蛋 白多 糖 体,血 清 蛋 白 分 劃

Table1.RelationshipbetweenCRP

andTypeofLesionsorExtentof

PulmonaryTuberculosis

(A)Typeoflesions(Gakken-classification>

＼CRP

揺 潔f＼ ＼ 一+什meT。ta'

D5(100)5

C62(83)74275

B31(66)86247

F23(27)20222186

Tota1121353225213

(B)Extent(N.T.Aclassification>

CRP
-十 什 什Total

Extent

Minimal47(100)47

魏 雛¥48(62)・78477

Farabvanced26(31)18242189

Tota1121353225213

Note:()=Percentagedistribution

と の関 連 を 述 べ,ま た ル ゴー ル,グ ロス反 応 とCRPと

の 関 連 に つ い て も検 討 を 加 え た。CRPの 判定 は1mm

まで を十,1～2mmを 什,3mm以 上 は 帯 の記 号を も

つ て 表 わ した。

1.CRPと 病 型

Sojiro KOMORI, Kohei HARA, Makoto YOSHIDA, Kazuo KAWAHARA, Hideo WATANABE, 
Akira  HAYAKAWA and Minoru HIGA (The Second Department of Internal Medicine , Nagasaki 
University School of Medicine, 91. Sakamoto-machi, Nagasaki, Nagasaki Prefecture, Japan): C-
Reactive Protein in Pulmonary Tuberculosis. — Kekkaku, 38 (4) : 117-121, 1963.
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Table2.RelationshipbetweenCRPand

theResults◎fSputumExami鶏ation

f◎rTuberculeBacilli

(A)Smeartest

Negative

25(19)

Positive 16(19)
20 28}2・

68(81)
84

(B)Culture

＼ ＼CRP
Ba・mi＼

Negative

Positive

91(89)

29(26)

÷ 惜

812{・

11(11)

28 3・{24

82(74)

Tota1

102

111

Note:():Peτcentaged三stributio且

表1に 示すごとく213名 の肺結核患者にCRPTestを

行 なつた。学研分類ではD型5,C型75,B型47,F

型86名 で,NTA分 類では軽症47,中 等症77,重 症89

名 である。これら患者の病型とCRPと の関係をみると

D型 ではCRPの 陽性なものは1例 もなく,F型 では73

%が 陽性である。これをNTA分 類でみると,同 じよう

に軽症ではCRP陽 性者は1例 もなく,中 等症では38%

に,重 症では69%に 陽性となつてお り,重 症者 ほど高

率に陽性を示 していた。

2.CRPと 排菌

表2に 示すごとく,塗 抹で菌陰性者は129例 で,そ の

うち104例(81%)がCRP陰 性 となつているが,塗 抹
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陽性者では81%がCRP陽 性を示 している。 この関係

は培養でもほとんど同じであ り,培 養陰性者の89%が

CRP陰 性 であ り,培 養陽性者の74%がCRP陽 性を示

していた◎

3・CRPと 赤沈値

全例をNTA分 類 の軽症,中 等症,重 症の3群 に分け

て検討 し,そ の成績を図1,2に 示 した。 軽症 者では

CRP陽 性者は1例 もな く,し かも赤沈値も正常 のもの

が大部分であるが,中 等症,重 症と進むにつれて,CRP

陽性者の数も増し,か つ卦,十 似 上のものもふえてこれ

らのものは赤沈もきわめて促進 してお り,1時 間値100

携携 以上を示すものもいく人か現われている
。重症者の

うちでもCRP陰 性のものは赤沈も平均して低値を示 し

たことは興味深い。中等症では軽症 と重症 との中間に位

する成績を得た。これ らを総合 して軽症 ,中 等症,重 症

の全例について示 したものが図2で あつて
,全 体 的 に

CRP陰 性者では赤沈も正常のものが多 く
,CRP陽 牲度

が高まるにつれて赤沈も促進する傾向が強 く
,こ の点

CRPは 比較的赤沈と平行するということができる
。

ここで,重 症者について少 しく検討を加えてみると図

3に 示すように・学研分類F型 の86名 ではCRP陽 性者

は63名 ・ 陰性者は23名 である。 陽性群では63名 の う

ち52名 が菌塗抹陽性で・それら全例が赤沈の高度ない

しは中等度の促進を示 している。CRP陽 性 で塗抹陰性

のものは12名 であつたが・これもまた全例が赤沈 の高



1963年3月

Fig3.CRPintheCasesofSevere

MixedTypeofL,esions

No.of

patie轟ts

50

40

30

20

10

o

Sρ疑象聯

S組ear`est

薫 籍

設 碧

CRPpositive

(63patie籍ts)

薫 蓄
意 蜜

CRP鑓egative

(23響 》atie員重s)

Fig4.RelationshipbetweenCRPand

Seru江nMuco-protein

CRP

度促進を示 していた。CRP陰 性群は23名 で,こ の うち

菌の塗抹は陰性者が多く18名 で,陽 性者は5名 であつ

たが,陽 性者のうちでは1例 を除き赤沈は正常値を示 し

ており,ま た塗抹陰性者のうちのほぼ半数は赤沈正常で

あつた。このようにみると,重 症の中でもCRP陽 性 者

は赤沈および排菌の両面より観察して活動性のものが多
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く,CRP陰 性者は非活動性のものが多いといえよう。

4.CRPと 血清ムコ蛋白多糖体 との関連

肺結核患者のうちatrandomに 選んだ30名 について

血清ムコ蛋白多糖体 血清蛋白分劃とCRPtestと を同

時に行なつた◎

Fig5.SerumMuco-proteinandtheExtent

ofPulmonaryTuberculosis
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図4に 示すように少数例で判然とはいえないがCRP

の陽性度が高まるにつれ,血 清ムコ蛋白の値も高 くなる

傾向が うかがわれ,CRP陰 性者では血清ムコ蛋白は全

例12.0り 箆8%以 下 となつている◎

5・ 血清ムコ蛋白多糖体と病型

NTA分 類での軽症,中 等症,重 症の3型 に分けて血

清ムコ蛋白多糖体をスポットしてみると重症者ほど血清
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ム コ蛋白の値も高 くなる傾向がみられた(図5)。

6.ム コ蛋白多糖体と血清蛋白分劃との関連

図6に 示すごとく血清ムコ蛋白と αコ,α2グ ロプリン

との相関係数は γ謡0.61,α59と かな り低 く出ている

が,統 計学的には有意の相関を認めている◎アルブ ミン

では相関係数0.40と な り,β,γ グロブリンではこれよ

りずつと低 くな り,な んらの相関も認められなかつた。

いずれにしろ諸家の成績のごとく血清ムコ蛋 白 と α グ

ロブリンとはかな りの関連がみられた◎

乳CRPと ル ゴール,グ ロス,血 清蛋白

一般に肝機能に利用されているル ゴール
,グ ロス,ク
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ンケルさらにカルポよル反応等は重症肺結核にもまた陽

性を示すことが多いといわれている。今回はルゴール,

グロス,血 清蛋白のみについて検討したが,CRP陰 性

者では比較的ルゴール,グ#ス 反応ともに弱陽性を示す

ものが多か?た とい うだけで(表3),こ の両者に関連

を見出だすこと炉できず,ま た血清蛋白との間にも判然

とした関連は認められなかつた。

考 案

結核症の場合のCRPに つ いてはすでに先人の報告3)～

8)があ り
,そ の活動性判定に意義あることが述べ られて

いるが,わ れわれはこれと同時に血清ムコ蛋白多糖体お

よび蛋白分劃との関連についても検討を加えた◎

肺結核でCRPと 病型 との関連 につ い て,香 川4)は

NTA分 類,岡 氏の分類,学 研分類の3者 を用いて比較

検討し,NTA分 類 でminima1の94%が 陰性で,far

advancedの73%が 陽性であ り,学 研分類で はB型 の

30%,F型 の70%が 陽性であつたとしている。 阿波3)

結 核 第38巻 第4号

も軽症の100%が 陰性,重 症の86%がCRP陽 性であつ

たとし,Walsh7)も ほ とんど同様の成績をおさめてい

る。 この点,わ れわれはNTA分 類 では軽症の100%に

陰性,重 症の69%に 陽性となつていて,こ れ らの成績

より重症者の陽性率はい く分劣つているが藤田9)の 重症

における40%陽 性 の成績よりは大である。 学研分類で

は,F型 の73%がCRP陽 性を示 しているが,B,C,

D型 となるにつれ陽性率は低下 し,D型 の5例 ではいず

れも陰性となつていて,前 述の香川,藤 田らの成績とほ

とんど同 じである◎ 排菌との関係をみると香川4>は塗抹

陽性者の78%,塗 抹陰性者の20%がCRP陽 性,阿

波3)は菌陽性者の79%がCRP陽 性,藤 田9)はCRP陽

性者の90%が 排菌患者と述べている。われわれの成績

では塗抹陽性者の81%,培 養 陽性者の74%がCRP陽

性 を示 してお り,こ れ らの成績 とほとんど一致した◎

肺結核は慢性炎症の一病型であつて体内組織の破壊産

物の増加の影響が,CRP,赤 沈 の促進,血 清ムコ蛋白の

増加とともに血清蛋白分劃にも影響を及ぼす ものと考え

られる◎CRP陽 性者では赤沈もまた促進するという傾

向は,藤 田,阿 波,香 川,Walshら の等 しく認めると

ころである。われわれもこれを軽症,中 等症,重 症の3

群に分かち比較し(図1),さ らにこれら全例について

比較してみたが(図2),赤 沈 とCRPと はかな りの相関

を示した◎当然のことながらCRPと 血 清ムコ蛋白とは

かな りの関連を示し,こ のことは図5に 示すごとく病勢

の進展につれて血清ムコ蛋白も増加する傾向 が み られ

た。

血清ムコ蛋白が血清蛋白分劃で,ど の分劃に属するか

は橘ら雲。)により詳 しく報 じられていて,α1グ ロブ リン

に平行するものであるとしているが,わ れわれの成績で

は α1,α2グ βブリンともほとんど同様の相関を示 した。

井上11)の見解では α1グ ロプリンとの関連が大 きい こと

を強調 し・Zitrin12)は 結核患者でCRPは α2グ 戸ブ リ

ンと関連あることを述べている。Bovomkitti霊3)
,Wi11・

son均 らは結核患者で血清蛋白量の軽度上 昇
,α2グ ロ

ブリンの増加あることを述べているが,わ れわれの場合

は症例が少なかつたせいか,き わめて重症の2例 で α2

グ ロブ リンの増量を認めたのみで,判 然どこのような成

績を得ることはできなかつた。

いずれにしろ・CRPは 赤沈,ム コ蛋白多糖体,血 清

蛋白分劃等の問題とも考え合わせ,肺 結核の場合のこれ

ら血清中因子の動態に関連 して変動するものであ り,今

後なお追求の必要があろう。 われわれの場合,CRPが

赤沈に先行して病勢の変化を表わすものかは経過を追つ

てみていないため知 りえなかつたが,少 な くとも結核患

者の病勢判定にCRP,血 清 ムコ蛋白等は血清蛋白,蛋

白分劃・赤沈等とともに,日 常施行してよい検査の_つ

と考えている。



結 論 、

1)CRP陽 性度は比較的患者の病型および排菌の状態

に平行する。

2)CRP陽 性者は赤沈も促進する傾向がみられた。

3)CRP陽 性度が高まるにつれ,血 清ムコ蛋白も高く
タ

なる傾向がみられ,こ のムコ蛋白と血清αグ#ブ リンと

は有意の相関を認めた。

4)CRPと ル ゴール,グ ロス反応,血 清蛋白とは有意

の相関を認めなかつた。

5)重 症肺結核の場合,CRPTestは その活動性を判

定するうえに義意あるものと考える◎
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 C-Reactive Protein in Pulmonary Tuberculosis 

 The determination of C-reactive protein, erythro-

cyte sedimentation rate, sputum smear test and cul-

ture for  tubercle bacilli were performed on 213 

patients of pulmonary tuberculosis. 

 On 30 patients of them the estimation of serum 

mucoprotein-polysaccharide and of serum protein 

fractions was made and on 118 patients serum total 

protein, Lugol-reaction and Gros' reaction were also 

examined. 

 The results obtained were as follows : 

 1. The precipitation grade of the amount of c-

reactive protein coincided approximately with the 

extent of the disease process and the results of spu-

tum examination for tubercle bacilli.

 2. C-reactive protein (CRP) positive patients had 

a tendency toward elevation of the erythrocyte sedi-

mentation rate. 

 3. When the level of serum muco-protein tended 

to increase, the amount of c-reactive protein pre-

cipitation was also increased. The amount of serum. 

muco-protein was significantly correlated with that: 

of serum alpha-globulin. 

 4. There was no significant correlation found be-- 

tween CRP and Lugol-reaction, between CRP and 

Gros's reaction, and between CRP and serum total 

protein. 

 5. It is thought that CRP-test is helpful for find— 

ing out the activity of tuberculosis in far advance& 

cases.


